
謹
賀
新
年
　
あ
け
ま
し
て
　
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
良

い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
、
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

昨
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
問

題
の
多
く
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
与

え
ら
れ
た
と
言
え
ま
す
。
想
像
を
絶
す

る
程
の
大
変
な
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
、
同
時
に
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ

り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

千
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
M
9
・
0

の
大
地
震
が
3
月
11
日（
金
）に
、
三
陸

沖
に
、
発
生
し
た
。
岩
手
、
宮
城
、
福

島
県
で
は
多
く
の
家
屋
が
崩
壊
し
、
続

い
て
押
し
寄
せ
た
10
m
余
の
大
津
波
に

よ
っ
て
流
出
し
、
行
方
不
明
や
死
亡
者

は
約
2
万
名
を
数
え
て
お
り
、
こ
れ
に

伴
っ
て
多
く
の
避
難
者
が
出
た
。
約
10

万
名
を
数
え
る
自
衛
隊
員
に
よ
る
援
助

活
動
、
米
軍
の「
と
も
だ
ち
作
戦
」、
各

種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
引
き
続
く
福
島
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
線
放
出
、
被
曝
に
よ
る
健
康
不

安
、
放
射
線
避
難
民
、
汚
染
に
よ
る
風

評
被
害
な
ど
、
未
曾
有
得
の
大
災
害
で

あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
。

震
源
地
近
く
の
東
北
地
方
の
住
民

は
、
M
5
以
上
の
二
〇
〇
回
以
上
を
数

え
る
余
震
の
為
に
、
い
つ
も
身
体
が
揺

れ
て
い
る
感
じ
が
し
た
り（
心
身
が
お

か
し
く
成
る
）、
ま
た
は
電
気（
計
画
停

電
も
あ
る
）、
水
、
食
料
、
通
信
、
ガ

ソ
リ
ン
、
移
動
・
搬
送
手
段
、
な
ど
多

く
の
生
活
ラ
イ
ン
を
失
い
、
心
底
か
ら

の
惨
め
な
思
い
を
経
験
し
た
。
特
に

放
射
線
汚
染
に
つ
い
て
の
情
報
不
足
と

※�

1
、
2
月
の
本
部
例
会
予
告
と
3
月

の
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告
は
、

2
頁
以
降
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
未
知
現
象
を
発
生
さ
せ
る
（
注
意
）

不
正
確
、
並
び
に
風
評
被
害
は
多
大
の

不
安
と
心
配
を
呼
込
ん
だ
。
朝
、
起
き

る
と
す
ぐ
に
T
V
ニ
ュ
ー
ス
に
か
じ
り

付
き
、
安
心
し
た
り
、
あ
る
い
は
不
安

を
募
ら
せ
た
り
し
た
。
い
ま
も
多
く
の

市
民
は
、
本
当
に
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
除
染
、
放
射
廃
棄
物
処
理
、
低

線
量
被
曝
の
健
康
へ
の
影
響
な
ど
に
英
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
佐
々
木
　

茂
美



知
を
結
集
し
て
あ
た
っ
て
戴
き
た
い
。

近
く
に
あ
る
現
実
面
を
み
る
と
、
低
線

量
被
曝
地
の
校
庭
や
樹
木
等
を
い
く
ら

除
染
し
て
も
、
他
県
に
避
難
し
た
子
供

は
帰
り
た
が
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
さ

ら
に
或
家
庭
で
は
福
島
産
の
水
は
飲
ま

な
い
、
食
料
も
食
べ
な
い
場
合
も
あ
る

と
い
う
。
低
線
量
被
曝
の
生
命
に
及
ぼ

す
影
響
の
研
究
促
進
が
望
ま
れ
る
所
以

で
あ
る
。
他
方
、
原
発
事
故
に
関
す
る

政
治
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。
我
が
国

の
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
、
管

理
、
消
費
。
電
力
の
需
給
等
の
政
策
を

ど
の
様
に
す
べ
き
か
。
原
発
に
代
わ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
供
給
が
早
急
に

望
ま
れ
て
い
る
。
電
力
が
不
足
す
る
場

合
に
は
、
現
在
の
我
々
の
生
活
程
度
を

切
り
下
げ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
物
造
り

の
拠
点
が
海
外
に
散
ら
ば
り
、
産
業
空

洞
化
が
進
む
事
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

大
震
災
以
外
の
記
憶
に
の
こ
る
「
陽
」

の
面
を
み
る
。
6
月
の
日
本
で
は
、
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー「
京
」8
6
4

台
の
す
べ
て
の
設
置
が
完
了
し
、
性

能
の
世
界
一
が
奪
還
さ
れ
た
と
言
う
ニ

ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
7
月
に

は「
な
で
し
こ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
が
世
界
の

P
K
戦
で
米
を
破
り
、
W
杯
を
獲
得
し

た
と
い
う
快
挙
が
あ
り
、
9
月
に
な
る

と
、
光
よ
り
も
速
い
素
粒
子
が
観
測
さ

れ
、
相
対
性
理
論
の
矛
盾
が
議
論
さ
れ
、

物
理
学
の
根
底
が
覆
さ
れ
る
可
能
性
が

で
て
き
た
、
と
報
道
し
て
い
る
。

大
震
災
以
外
の「
陰
」
の
面
と
し
て
、

3
年
前
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
持
続

し
た
り
、
夏
の
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
不
履

行
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
が
欧
州
諸
国
に

波
及
し
て
、
大
変
な
不
景
気
風
を
世
界

中
に
吹
き
込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
中

近
東
等
の
政
治
不
安
が
あ
る
。
つ
ぎ
に

異
常
気
象
と
し
て
の
天
災
を
見
る
。
初

夏
に
は
、
50
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大

雨
に
よ
る
タ
イ
の
大
洪
水
が
あ
り
、
首

都
バ
ン
コ
ク
中
心
部
付
近
ま
で
浸
水
し

た
。
夏
に
は
猛
暑
と
干
ば
つ
、
10
月
に

は
ト
ル
コ
の
大
地
震（
M
7
・
2
）。
日

本
で
は
関
西
を
襲
っ
た
台
風
。
新
潟
や

福
島
の
大
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
が
あ
っ

た
。
一
方
、
我
が
国
の
教
育
の
荒
廃
、

モ
ラ
ル
の
低
下
、
円
高
、
デ
フ
レ
、
雇

用
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
年
金
の
不
正

受
給
と
消
え
た
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
崩

壊
。
社
会
を
覆
う
不
景
気
風
。
凶
悪
犯

罪
の
増
加
、
経
済
外
交
面
の
国
際
的
地

位
の
低
下
、
等
々
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は

現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。

サ
イ
科
学
会
と
し
て
我
々
は
何
を
為

す
べ
き
か
?　

が
、
学
会
の
東
京
役
員

会
で
も
議
論
さ
れ
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

水
、
U
F
O
、
死
後
の
世
界
、
意
識
な

ど
。
対
処
の
方
法
と
し
て
、
実
用
性
と

関
連
さ
せ
る
、
ゲ
ー
ム
感
覚
を
取
り
入

れ
る
、
若
い
会
員
を
増
や
す
、
等
の
意

見
が
あ
っ
た
。
論
議
は
多
様
で
あ
り
、

何
れ
も
サ
イ
に
関
係
し
た
重
要
な
問
題

で
あ
る
。

さ
ら
に
小
生
は
、（
1
）
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
、（
2
）
ス
カ
ラ
ー
波（
ゼ
ロ
の
縦

波
）、（
3
）
サ
イ
を
用
い
た
放
射
線
の

有
効
利
用
、
の
研
究
を
提
案
し
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
性
質
、
測
定
法
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
正
の
面
と
負
の
面
、
等

を
国
の
協
力
を
基
に
し
て（
可
能
で
あ

れ
ば
）進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
原
発
事

故
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
、（
4
）
放

射
線
を
有
益
な
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

換
す
る
。（
5
）原
子
核
の
崩
壊
速
度（
状

況
）
を
サ
イ（
中
性
、
ゼ
ロ
）
に
依
っ
て

制
御
す
る
。（
6
）
ラ
ド
ン
温
泉
な
ど
、

低
線
量
放
射
線
の
人
体
へ
の
作
用
の
研

究
促
進
。
つ
ま
り
「
毒
薬
を
生
命
源
に

転
換
す
る
」
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
具

体
的
に
は
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
で
議
論

を
す
る
予
定
に
し
た
い
。
会
員
の
皆
様

が
た
、
本
年
も
宜
し
く
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
三
十
万
円
也　
　

品
川　

次
郎　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ�

植
田�

氏

3
・
11
以
降
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

方
・
物
の
見
方
・
価
値
観
が
劇
的
に
変

化
し
ま
し
た
。
今
こ
そ
日
本
人
が
D
�N�

A
の
中
に
持
っ
て
い
る
真
の「
日
本
人

魂（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）」
の
底
力
を
発
揮
す

る
と
き
が
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は「
サ
バ
イ
バ
ル
」
で
す
。
自
分
の
生

存
を
他
者
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

農
地
の
確
保
、
水
の
確
保
、
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
食
料
の
備
蓄
、
サ
バ
イ
バ
ル
に

必
要
な
情
報
を
共
有
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
参
加
な
ど
、「
自
給
自
足
」
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
転
換
す
る
こ
と
が
、

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

● ❷●



戦
争
も
な
く
、
思
い
や
り
・
分
か
ち

合
い
で
共
存
共
栄
の
社
会
を
1
万
6 

5�

0 

0
年
も
継
続
し
た「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ

ト
」
の
智
慧
に
学
び
、
日
本
人
が
こ
の

原
点
に
戻
れ
ば
サ
バ
イ
バ
ル
可
能
で
す
。

マ
ヤ
の
予
言
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
縄
文

遺
跡
、
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
、

直
観
力
の
鍛
え
方
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
提

言
し
ま
す
。

※
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
氏
と
も
親
し
く
貴

重
な
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・（
株
）U
I
C　

代
表
取
締
役

・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
グ
協
会

会
長

京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
を
卒
業
後
、

渡
米
。
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
航
空
学
院
卒
。

独
自
に
開
発
し
た
脳
力
ア
ッ
プ
法
で
、

米
国
の「
自
家
用
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

「
地
上
教
官
」
免
許
を
異
例
の
2
カ
月
で

同
時
ス
ピ
ー
ド
取
得
。

米
国
F
A
A
連
邦
航
空
局
の
最
難
関

国
家
試
験
と
言
わ
れ
る
「
運
航
管
理
者

免
許
」
日
本
人
女
性
初
の
合
格
者
。
コ

ン
チ
ネ
ン
タ
ル
航
空
で
運
行
管
理
者
と

し
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
に
携
わ
る
。

現
在
、
教
材
開
発
、
通
訳
、
翻
訳
、

作
家
活
動
を
行
う
か
た
わ
ら
、「
脳
力

開
発
セ
ミ
ナ
ー
」「
超
英
語
法
セ
ミ
ナ

ー
」
リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
手
法

を
使
っ
た「
直
観
力
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。

著
作
に
「
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
が
語
る

リ
モ
ー
ト
・
ヴ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
」、

「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
入
門
」、「
浄
化
準
備
」、

「
覚
醒
準
備
」、「
あ
な
た
も
残
り
5
%
の

成
功
者
に
な
れ
る
」、「
ミ
ッ
ツ
ィ
の
夢

が
か
な
う
7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」、
D
V
D

「
チ
ャ
ク
ラ  

こ
の
神
秘
な
る
輝
き
～
覚

醒
へ
の
レ
イ
ン
ボ
ウ
・
ブ
リ
ッ
ジ
～
」、

C
D「
自
宅
で
で
き
る
簡
単
イ
ル
カ
セ

ラ
ピ
ー
」、「
ミ
ッ
ツ
イ
の「
夢
が
か
な

う
」
魔
法
の
音
♪
」

日
時　

平
成
24
年
1
月
14
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

　
お
願
い

☆�

本
部
例
会
や
大
会
等
で
の
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
中

受
付
で
の
資
料
配
付
、
講
演
者
ス
ラ

イ
ド
発
表
時
の
電
灯
操
作
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
操
作
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
ま
せ
ん
か
。
当
日
の
参
加
費
が

無
料
に
な
り
ま
す
。

●
左
記
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る

潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
へ

　
　
　
　
講
師
　
檀
上
　
洪
司�

氏

日
時　

平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

宇
宙
か
ら
見
た
般
若
心
経

　
　
　
　
講
師
　
徳
永
　
康
夫�

氏

日
時
平
成
24
年
2
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分
靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



二
月
本
部
例
会
予
告

サ
イ
科
学
に
関
係
し
た
電
気
・

磁
気
の
研
究
の
紹
介

　
　
　
　
講
師
　
小
林
　
正
典�

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
茨
城
大
学
）

平
成
23
年
度
の
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
二
編

の
論
文
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
タ
イ
ト
ル
が
「
ミ
ツ
バ
の

種
子
の
発
芽
に
及
ぼ
す
D
C
・
A
C
混

合
磁
場
処
理
水
の
効
果
」
で
す
が
、
ミ

ツ
バ
の
種
子
の
発
芽
に
及
ぼ
す
磁
界
の

影
響
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
周
波
数

7
・
8

Hz
シ
ュ
ー
マ
ン
共
振
と
地
磁
気
と

に
関
連
し
た
研
究
で
、
水
の
記
憶
と
関

連
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

二
つ
目
は
タ
イ
ト
ル
が
「
ゼ
ロ
場
と

特
異
等
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
線
の
図
形
の
性

質
」
で
す
が
、
点
電
荷
が
つ
く
る
静
電

場
の
中
の
ゼ
ロ
場
に
関
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
ゼ
ロ
場
の
点
を
と
お
る
等
電

位
線
の
実
に
均
衡
の
と
れ
た
美
し
い
図

形
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
で
き
れ
ば
、

電
気
や
磁
気
を
使
わ
な
い
で
宇
宙
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
と
ら
え
る
実
験
を
し
て
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
現
在
茨
城
大
学
の
教
授
を
さ
れ
て
お

り
、
関
英
男
先
生
や
佐
々
木
茂
美
先

生
の
論
文
も
沢
山
読
ま
れ
て
、
従
来
科

学
と
サ
イ
科
学
の
両
方
の
視
点
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
興
味
深
い
お
話
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
小
林
正
典
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
22
年
6
月
新
潟
県
佐
渡
島
に
生

を
得
て
、
佐
渡
高
校
、
茨
城
大
学
工
学

部
電
気
工
学
科
に
学
び
、
修
士
、
助
手
、

講
師
、
助
教
授
そ
し
て
現
在
電
気
電
子

工
学
科
教
授
。
電
気
磁
気
学
、
電
磁
界

理
論
、
マ
イ
ク
ロ
波
工
学
、
磁
気
生
物

学
、
水
の
磁
気
処
理
、
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
を
研
究
。
1
9
8
1
年
工
学
博

士（
東
京
工
業
大
学
）。

関
英
男
様
ご
著
書
を
勉
強
中
。
黄
金

比
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
。

日
時　

平
成
24
年
2
月
11
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
15
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
西
洋
医
学
の
祖
。

品
川
の
桜
を
眺
め
な
が
ら
の
、
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
!　

激
動
の
2
0
1
2
年

で
如
何
に
健
康
を
保
つ
か
?　

皆
さ
ん
、

健
康
第
一
で
い
き
ま
し
ょ
う
!

日
時　

平
成
24
年
3
月
31
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

 

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

 

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
会
員
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
報
告

な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が

起
こ
ら
な
い
の
か
?

東
日
本
大
震
災
に
も
関
連
し
て

　
　
　
　
講
師
　
古
村
　
豊
治�

氏

今
回
日
本
サ
イ
科
学
会
で
の
お
話
は

2
回
目
な
の
で
す
が
、
今
日
初
め
て
私

の
お
話
を
聞
く
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
自
己
紹
介

を
兼
ね
て
、
五
、六
分
お
話
し
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

私
は
博
士
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
何

の
肩
書
き
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
が
一

番
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
、
再
現
性
が
あ

る
こ
と
は
ど
ん
な
に
今
の
科
学
で
説
明

で
き
な
く
と
も
、
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
申
し
ま

す
と
、
今
は
常
識
が
昔
と
全
然
違
っ
て

い
ま
す
。
昔
の
常
識
と
い
う
の
は
、
い

わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
デ
カ
ル
ト
の
3

0 

0
年
前
か
ら
の
合
理
主
義
で
あ
り
ま

● ❹●



す
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
量
子
力
学
の
世

界
で
し
て
、
今
か
ら
お
話
し
す
る
こ
と

が
何
か
変
な
お
話
だ
な
と
か
、
何
か
宗

教
の
よ
う
だ
、
と
思
わ
れ
た
ら
、
そ
の

方
々
は
今
日
か
ら
パ
ソ
コ
ン
も
携
帯
電

話
も
み
ん
な
お
止
め
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ら
は
全
部
量
子
力
学
の
原
理

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
し
て
、
ニ
ュ

ー
ト
ン
、
デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
だ
け

で
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
何
故
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
か

と
申
し
ま
す
と
、
大
学
で
い
わ
ゆ
る
文

系
で
は
な
し
に
理
系
の
方
に
行
か
れ
た

方
で
も
、
や
は
り
そ
の
専
門
の
と
こ
ろ

に
行
っ
て
い
な
い
と
、
量
子
力
学
的
な

こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
あ
く
ま
で
も
常
識
で
考
え
た
ら
、

「
何
だ
、
そ
れ
は
オ
カ
ル
ト
じ
ゃ
な
い

か
!
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
と
こ
ろ
が
そ
の
オ
カ
ル
ト

が
正
し
い
と
い
う
時
代
に
今
入
っ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
を
冒
頭
に
申
し
上
げ

て
お
き
ま
す
。

そ
れ
で
私
は
何
を
も
っ
て
正
し
い
か

と
申
し
ま
す
と
、
先
ほ
ど“
再
現
性
”
を

挙
げ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
私
が
た
ま
た

ま
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
う
ま
く
い
っ
た

と
き
に
、
あ
な
た
や
っ
て
ご
ら
ん
と
言

っ
て
で
き
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
は
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
誰
で

も
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
再
現
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

一
番
正
し
い
こ
と
だ
と
私
は
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

        （
デ
ジ
タ
ル
2
）

そ
こ
で
私
が
特
別
皆
さ
ん
よ
り
も
ど

う
い
う
面
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
冒
頭
に
申
し
上

げ
て
お
き
ま
す
。
だ
れ
で
も
自
分
の
中

に
“
本
質
生
命
体
”
と
い
う
も
の
が
あ

る
わ
け
で
す
。
こ
の
“
本
質
生
命
体
”

か
ら
情
報
を
得
る
方
法
を
「
フ
ー
チ
」

と
言
っ
た
り
、「
O
リ
ン
グ
」
と
言
っ
た

り
し
ま
す
が
、
私
ど
も
は
「
I
F
テ
ス

ト
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。「
O
リ
ン
グ
」

は
通
常
何
か
に
触
れ
て
、
判
断
し
ま
す

が
、「
I
F
テ
ス
ト
」
は「
イ
メ
ー
ジ
フ

ィ
ン
ガ
ー
テ
ス
ト
」
の
略
で
、
ア
メ
リ

カ
に
い
る
A
子
さ
ん
の
胃
に
つ
い
て
診

断
す
る
場
合
は
、「
A
子
さ
ん
の
胃
」
を

イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
、「
O
リ
ン
グ
テ
ス
ト
」

が
で
き
る
方
法
で
す
。

振
り
子
を
使
っ
て
診
断
す
る
「
フ
ー

チ
」
と
い
う
の
は
中
国
の
呼
び
方
で
、

日
本
で
も
古
事
記
の
時
代
か
ら
あ
り
、

「
天
津
金
木
（
あ
ま
つ
か
な
ぎ
）」
と
い

い
ま
す
が
、
西
洋
で
は「
ペ
ン
ジ
ュ
ラ

ム
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

答
え
は
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
申
し
ま
す

と
“
本
質
生
命
体
”
か
ら
来
ま
す
。

し
た
が
っ
て
“
本
質
生
命
体
”
の
こ

と
を
、
あ
る
人
は
「
サ
ム
シ
ン
グ
グ
レ

ー
ト
」、
ま
た
あ
る
人
は「
ハ
イ
ア
ー
セ

ル
フ
」、
さ
ら
に
「
神
」
や
「
仏
」
と
呼

ぶ
人
も
い
ま
す
。
言
葉
は
な
ん
で
あ
れ
、

あ
な
た
の
奥
に
本
物
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

こ
こ
か
ら
の
答
え
が
「
フ
ー
チ
」
で

あ
り
、「
I
F
テ
ス
ト
」
な
の
で
す
。
そ

れ
で
は「
I
F
テ
ス
ト
」
は
誰
で
も
で

き
る
の
か
、
と
申
し
ま
す
と
、
実
は
皆

さ
ん
の
心
に
ゴ
ミ
が
か
ぶ
っ
て
い
る
の

で
、“
本
質
生
命
体
”
か
ら
の
情
報
が
ゴ

ミ
に
よ
っ
て
、
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
を
す

べ
て
取
れ
れ
ば
、
全
部
正
し
い
情
報
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
に
あ
た
る
も
の
は
、
た
と
え
ば

憑
依
と
か
ノ
イ
ズ
と
か
過
去
世
の
カ
ル

マ
と
い
う
も
の
で
す
。
ノ
イ
ズ
の
種
類

は
、
心
の
中
に
あ
る
エ
ゴ
、
色
欲
、
怨

念
、
ト
ラ
ウ
マ
や
常
識
な
ど
で
、
こ
れ

ら
の
も
の
が
す
べ
て
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
量
子
力
学
で
は
す
べ
て

の
も
の
が
波
動
で
あ
っ
て
、
か
つ
粒
子

で
あ
る
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て

の
も
の
の
大
元
で
あ
る
素
粒
子
は
人
間

の
意
識
に
反
応
し
ま
す
。
た
と
え
ば
ガ

ン
も
素
粒
子
で
で
き
て
お
り
ま
す
か
ら
、

人
間
の
想
い
か
ら
ガ
ン
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

仏
教
で
も
「
す
べ
て
の
も
の
は
、
唯

心
所
現
で
あ
る
」
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

「
こ
の
世
の
中
は
た
だ
心
が
現
れ
る
と

こ
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
リ
ス
ト

教
で
は「
汝
等
欲
す
る
も
の
あ
ら
ば
、

す
で
に
そ
れ
を
得
た
り
と
信
ぜ
よ
。
し

か
ら
ば
汝
は
そ
れ
を
得
ん
。」
と
い
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
2

�
0
�1�

1
年
か
ら
太
陽
フ
レ
ア
が
猛
烈
に
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
来
年
再
来
年
も
さ
ら

に
大
き
く
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
マ
ヤ
の
預
言
の
新
し
い
解
釈
と

し
て
、「
コ
ル
マ
ン
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
ブ
ロ

グ
な
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
か

●❺ ●



ら
言
葉
を
収
集
解
析
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
膨
大
な
情
報
を
瞬
時
に
解
析
し
、
未

来
を
予
測
す
る
未
来
予
測
シ
ス
テ
ム

「
ウ
ェ
ブ
ボ
ッ
ト
」、
日
本
の「
日
月
神
示

（
ひ
つ
き
し
ん
じ
」、
さ
ら
に
「
聖
書
の

暗
号
」
か
ら
未
来
を
総
合
的
に
判
断
し

ま
す
と
、
80
%
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
4
つ
か
ら
今
後
を
占
い
ま
す
と
、

今
年
（
2
0
1
1
年
）
の
10
月
、
来
年

の
12
月
、
再
来
年
の
8
月
が
非
常
に
厳

し
い
時
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
実
は

こ
れ
ら
の
予
言
が
今
年
の
3
月
が
非
常

に
厳
し
い
と
出
て
い
た
の
で
、
私
も
「
フ

ー
チ
」
で
調
べ
ま
し
た
ら
、
そ
の
通
り

と
出
た
の
で
す
が
、「
3
・
11
東
日
本

大
震
災
」
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
ノ
イ
ズ
が
な
け
れ
ば
、“
本

質
生
命
体
”
の
答
え
で
み
る
と
、
す
べ

て
分
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私
は
ゼ

ロ
か
ら
発
想
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し

い
の
で
す
が
、
誰
か
が
言
い
出
し
た
こ

と
が
ど
の
程
度
当
た
っ
て
い
る
か
は
す

べ
て
分
か
り
ま
す
。

な
ぜ
か
と
言
い
ま
す
と
、
私
は
遠
い

過
去
世
か
ら
何
回
も
「
フ
ー
チ
」
を
や

っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で「
フ
ー
チ
」

を
始
め
た
ら
人
様
よ
り
は
同
じ
時
間
で

も
ど
ん
ど
ん
上
達
し
、
今
年
で
30
年
に

な
り
ま
す
。

ま
た
私
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
40
年
や
っ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
答
え
の
出
な
い
こ

と
を
や
る
の
は
大
嫌
い
で
、“
精
神
世
界

の
お
た
く
”
み
た
い
な
の
は
大
嫌
い
で

す
。
や
っ
た
ら
明
日
答
え
が
出
る
、
と

い
う
こ
と
し
か
や
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
私
が
今
日
お
話
し
し
た
や
り
方
で

答
え
の
出
な
い
と
い
う
こ
と
は
絶
対
あ

り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
以
降
の
政
府
や
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
の
発
表
は
大
東
亜
戦
争
当

時
の
ラ
ジ
オ
放
送
「
大
本
営
発
表
」
の

如
く
で
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
原
発
事
故
で
東
京
電
力
が

「
節
電
」
を
訴
え
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
で
昔
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ
ば
過
去
の
電
気
の
供

給
量
が
分
か
り
ま
す
が
、
原
発
な
し
で

も
余
裕
の
あ
る
供
給
を
し
て
い
る
の
で

す
。
数
年
前
の
原
発
事
故
で
も
検
査
の

た
め
一
年
間
く
ら
い
多
く
の
原
発
を
止

め
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、
節

電
し
ろ
と
い
う
話
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
電
力
が
「
節
電
」
を
訴
え
る
の
は
、

原
発
が
な
い
と
夏
も
暑
く
て
大
変
で
す

よ
、
と
反
原
発
を
押
さ
え
た
い
の
で
す
。

私
の
方
で
皆
さ
ん
に
是
非
分
か
っ
て

ほ
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
つ
は
「
一
承
顕
命
（
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
）
自
然
法
爾（
じ
ね
ん
ほ
う

に
）
に
頑
張
る
と
事
は
成
る
」
と
い
う

言
葉
で
す
が
、
私
の
造
語
の「
一
承
顕

命
」
の
「
一
」
は
「
す
べ
て
」
と
い
う

意
味
、「
承
」
は
素
直
に
受
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。「
あ
な
た
に
起
こ
っ
た
事
は

過
去
世
か
ら
今
生
ま
で
す
べ
て
自
分
に

責
任
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
そ
う
で
あ

れ
ば
す
べ
て
文
句
を
言
わ
ず
に
素
直
に

受
け
ま
し
ょ
う
!
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
顕
命
」
は
、
そ
う
す
る
と
命
が
顕
現

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
自
然

法
爾
に
」
と
い
う
こ
と
は「
す
べ
て
神
様

に
お
任
せ
し
て
」
と
い
う
意
味
で
、「
ご

て
ご
て
言
わ
ず
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
い

る
と
事
が
成
る
よ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

す
べ
て
こ
れ
で
解
決
し
て
い
る
人
が
非

常
に
多
い
の
で
す
。

二
つ
目
は「
何
事
に
も
と
こ
と
ん
感

謝
す
る
こ
と
」
が
非
常
に
大
事
で
あ
り
、

ツ
キ
に
恵
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
心

に
ノ
イ
ズ
が
な
か
っ
た
ら
、
自
然
に
つ

い
て
き
ま
す
。

「
な
ぜ
あ
な
た
に
大
き
な
奇
蹟
が
起

こ
ら
な
い
の
か
?
」
の
答
え
は
、
宇
宙

銀
行
へ
の
貯
金
が
足
ら
な
い
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
道
を
歩
い
て
い
て
ゴ
ミ
が
あ

っ
た
ら
自
分
で
掃
除
し
て
誰
に
も
ほ
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
め
て

も
ら
っ
た
ら
貯
金
に
な
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
貯
金
を
沢
山
し
て
あ
る
と
、
奇
跡

が
起
き
や
す
い
の
で
す
。
心
が
ノ
イ
ズ

だ
ら
け
で
貯
金
も
し
て
な
け
れ
ば
、
奇

跡
は
絶
対
起
こ
り
ま
せ
ん
。

宇
宙
銀
行
の
貯
金
は
ど
う
し
た
ら
増

え
る
か
?　

反
対
給
付
を
求
め
な
い
行

為
を
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
す
る
こ
と
で
す
。

自
分
が
困
っ
た
、
困
っ
た
と
い
っ
て
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
き
に
、
そ
れ
を
ほ
っ

て
お
い
て
誰
か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
っ
て
あ
げ
て
い
る
と
、
自

分
の
ほ
う
も
急
に
う
ま
く
い
く
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は「give &

 give

」の
時
代
で

あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か「give &

 give 
&

 give m
ore

」で
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

将
来
を
「
フ
ー
チ
」
で
調
べ
て
み
る

と
、
2
0
2
0
年
あ
た
り
に
は
地
球
も

す
ば
ら
し
い
時
代
が
来
る
で
し
ょ
う
。

「
虚
の
問
題
」
と
い
う
の
が
あ
り
、

こ
の
世
の
中
で
時
空
圏
的
に
波
動
的
に

病
気
等
問
題
が
解
決
し
て
い
て
も
、
三

次
元
に
結
果
が
現
れ
る
の
に
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
る
の
で
、「
ダ
メ
だ
ダ
メ
だ
」
と

思
っ
て
い
る
と
、
再
度
問
題
を
造
っ
て

し
ま
う
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
三
百
六
十
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
準
正
32

面
体
図
象
に
潜
む
驚
異
の
浄
化
パ

ワ
ー
　
日
本
各
地
を
巡
る「
み
ろ
く
」

奉
納
紀
行
に
学
ぶ

　
　
　
　
講
師
　
高
尾
　
征
治�
氏

と
き　
　

平
成
23
年
7
月
16
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

高
尾
氏
は
1
9
4
3
年
6
月
24
日
生

ま
れ（
68
歳
）、
1
9
6
6
年
3
月
、
九

州
大
学
工
学
部
化
学
機
械
工
学
科
卒
、

1
9
8
3
年
月
工
学
博
士
取
得（
九
州

大
学
）、
2
0
0
7
年
3
月
定
年
退
官
。

現
在
所
属
：
哲
科
学
・
技
術
研
究
／

T
A
K
A
O
代
表
、
著
書『
宇
宙
生
命

三
都
物
語
』、
E
c
o
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

（
2
0
0
9
）

高
尾
氏
に
は
当
会
で
左
記
の
よ
う
に

過
去
二
回
講
演
し
て
頂
い
て
い
る
。

2 

0
0
4
年
9
月
11
日 

「
な
ぜ
自
然
に

原
子
転
換
が
起
き
る
の
か
」

2 

0
0
8
年
11
月
22
日 

「
言
葉（
意
識

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
に
は
水
中
希
薄
元
素

濃
度
を
変
え
る
パ
ワ
ー
が
あ
る
」

共
同
研
究
者
の
安
藤
は
独
自
に
準
正

32
面
体
平
面
図
絵
画
を
描
い
て
お
り
、

そ
れ
は
農
産
物
の
生
育
に
優
れ
た
効
果

を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
来

か
ら
そ
れ
を
日
本
各
地
の
聖
地
や
神
社

に
奉
納
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
周
辺
の
奉
納
・
埋
設
海

域
で
の
巨
大
渦
の
発
生
な
ど
不
思
議
な

現
象
が
観
測
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ

ら
の
科
学
的
理
由
を
高
尾
の
螺
動
ゼ
ロ

場
情
報
量
子
反
応
理
論
か
ら
解
き
明
か

さ
れ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

15
、
16
年
前
か
ら
自
分
の
専
門
・
化

学
工
学
と
は
別
に
物
質
世
界
と
の
か
ね

あ
い
で
精
神
の
世
界
の
研
究
を
哲
学
的

に
進
め
る
こ
と
に
な
り
、「
弁
証
法
的
物

神
一
元
論
」
と
い
う
新
し
い
哲
学
的
世

界
観
を
世
に
送
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
大
学
の
他
の
教
室
に
持

っ
て
い
っ
て
も
門
前
払
い
さ
れ
る
よ
う

な
い
ろ
い
ろ
な
技
術
、
特
に
改
質
機
能

水
や
難
分
解
性
の
有
機
物
質
の
常
温
分

解
技
術
に
関
す
る
相
談
を
数
多
く
受
け

る
よ
う
に
な
っ
て
今
や
十
数
社
に
な
る
。

例
え
ば
I
C
P（
水
の
中
の
極
微
量
元
素

濃
度
の
測
定
器
）に
よ
り
浄
水
器
の
前
後

で
の
変
化
を
測
定
す
る
こ
と
で
原
子
転

換
の
事
実
を
つ
か
み
、
自
然
に
起
き
る

原
子
転
換
を
説
明
で
き
る
理
論
を「
量

子
水
学
説
」
と
し
て
体
系
化
し
て
い
る
。

宮
崎
県
の
安
藤
昭
三
氏
は
、
佐
川
急

便
の
九
州
支
部
を
立
ち
上
げ
た
経
営
者

で
も
あ
っ
た
。

3
年
前
の
福
岡
で
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
初
め
て
顔
を
あ
わ
せ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
後
、
観
音
様
の
指
示
に

よ
り
言
わ
れ
る
ま
ま
に
作
っ
た
図
面
を

持
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
準
正
32
面
体
の

図
面
で
あ
っ
た
。

図
に
つ
い
て
特
定
の
部
分
を
朱
色
に

せ
よ
と
か
中
心
を
黄
金
に
せ
よ
な
ど
と

の
指
示
を
受
け
た
と
い
う
。

こ
の
準
正
32
面
体
は
ダ
ビ
ン
チ
の
ス

ケ
ッ
チ
に
も
あ
る
も
の
で
重
要
な
意
味

が
あ
り
、
高
尾
の
量
子
水
学
説
の
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
に
言
う
形
態
波
動
共
鳴
説
の

基
礎
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
そ

の
形
態
の
中
心
が
ゼ
ロ
点
で
五
角
形
に

は
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
共
鳴
集
積
し
、

六
角
形
に
は
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
共
鳴

集
積
し
、
周
囲
の
炭
素
原
子
と
反
応
す

る
と
仮
定
し
て
い
る
。

同
僚
の
久
留
米
高
専
の
藤
先
生
の
研

究
室
に
在
籍
し
て
い
た
高
倉
氏
は
、
現

在
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
カ
ー
ボ
ン
㈱
の
副

社
長
に
な
っ
て
い
る
。
高
倉
氏
は
フ
ラ

ー
レ
ン
の
製
造
技
術
を
て
が
け
て
い
る

が
、
普
通
は
5
0
0
0
円
／
g
す
る
フ

ラ
ー
レ
ン
を
1
／
10
の
5
0
0
円
で
大

量
生
産
す
る
技
術
を
開
発
し
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
形
態

波
動
共
鳴
説
は
彼
の
講
演
を
聞
い
て
ひ

ら
め
い
た
。
こ
の
フ
ラ
ー
レ
ン
を
ボ
ー

リ
ン
グ
球
に
塗
り
こ
む
と
得
点
が
20
～

30
上
が
る
。
そ
れ
は
手
を
離
し
た
時
の

速
度
が
ピ
ン
に
衝
突
す
る
速
度
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
た
め
で
、
摩
擦
損
失
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
内
部
か
ら
補
わ
れ
る
と
考
え

る
以
外
に
な
い
。
そ
の
内
部
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
給
に
寄
与
し
た
の
が
、
フ

ラ
ー
レ
ン
と
い
う
物
質
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

実
体
論
　
な
ぜ
ゼ
ロ
点
で
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
が
生
滅
す
る
の
か
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東
西
両
哲
学
の
公
理
、
有
は
無
か
ら

生
ま
れ
無
に
死
滅
す
る
を
科
学
的
に
証

明
す
る
に
は
?

現
代
物
理
学
は
、
真
空
中
で
は
正
反

粒
子
が
対
発
生
対
消
滅
し
て
い
る
と
見

て
い
る
。
正
、
反
粒
子
は
合
わ
せ
た
ら

ゼ
ロ
に
な
る
の
で
、
そ
れ
は
ゼ
ロ
か
ら

発
生
す
る
以
外
に
な
い
。

し
か
し
、
高
尾
は
、
真
空
条
件
は
不

要
と
考
え
て
い
る
。

気
の
科
学
で
も
ゼ
ロ
磁
場
の
考
え
方
が

あ
る気

の
実
態
と
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
同

じ
で
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
で
あ
る
。

ゼ
ロ
場
か
ら
の
対
創
生
、
対
消
滅

（
式
）
に
つ
い
て
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
も
言
及

し
て
い
る
。
彼
は
宇
宙
創
成
、
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
、
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
言
及

し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
日
本
の
物

理
学
界
で
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
こ
と
を
研

究
し
て
い
る
学
者
は
い
な
い
。

フ
ラ
ー
レ
ン
の
構
造

フ
ラ
ー
レ
ン
は
、
炭
素
が
60
個
集
ま

っ
て
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
直
径

が
10
の
マ
イ
ナ
ス
9
乗
m
相
当
の
ナ
ノ

サ
イ
ズ
で
、
5
員
環
す
な
わ
ち
五
角
形

の
形
を
し
た
も
の
が
12
個
と
6
員
環
す

な
わ
ち
六
角
形
の
形
を
し
た
も
の
が
20

個
か
ら
な
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
状
の
球

体
を
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
発
生

そ
こ
で
、
ナ
ノ
サ
イ
ズ
球
体
の
中
心

か
ら
正
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
湧
き
、

五
角
形
に
は
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
、
六
角

形
に
は
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
波
動
共
鳴

し
て
炭
素
原
子
に
衝
突
す
る
と
考
え
る
。

そ
の
結
果
、
フ
ラ
ー
レ
ン
や
カ
ー
ボ
ン

ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
に
関
す
る
既
知
の
化
学

的
・
電
気
的
機
能
が
ま
と
ま
っ
て
説
明

で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
よ
る
原
子
転
換

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
は
正
、
反
2
種
頼

あ
る
。
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
原
子
に
衝

突
す
る
と
原
子
核
内
の
陽
子
が
中
性
子

に
変
換
さ
れ
陽
電
子
が
発
生
す
る
。
原

子
番
号
は
陽
子
の
数
で
決
ま
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
結
果
、
原
子
番
号
が
一
つ

低
い
原
子
に
転
換
さ
れ
る
。
正
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
が
原
子
に
衝
突
す
る
と
原
子
核

内
の
中
性
子
は
陽
子
に
変
換
さ
れ
電
子

が
発
生
す
る
。
そ
の
結
果
、
原
子
番
号

が
一
つ
多
い
原
子
に
転
換
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
に
よ
り
、
原

子
番
号
が
プ
ラ
ス
1
・
マ
イ
ナ
ス
1
だ

け
変
化
す
る
原
子
転
換
が
起
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
発
生
要
因
と
効
果

プ
ラ
ト
ン
の
五
つ
の
立
体
模
型
は
い

ろ
ん
な
分
子
構
造
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る
。

例正
四
面
体　

ゼ
オ
ラ
イ
ト
触
媒 SiO

2

正 

六
面
体　

パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
ゼ
オ
ラ
イ

ト
触
媒（
珪
酸
ア
ル
ミ
）に
組
み
込
ま

れ
て
い
る

正 

八
面
体　

金
属
ハ
ラ
イ
ド
ク
ラ
ス
タ

ー
触
媒

正 

十
二
面
体　

準
結
晶
構
造
体
に
取
り

込
ま
れ
て
い
る

正 

二
十
面
体　

ウ
イ
ル
ス
の
キ
ャ
プ
シ

ッ
ド
の
構
造

正
三
十
二
面
体　

フ
ラ
ー
レ
ン
構
造

既
存
の
酵
素
・
触
媒
作
用
を
示
す
物

● ❽●

量子エネルギーニュートリノの
　　　　　　発生要因とその効果

ニュートリノ ニュートリノ

の発生要因 の効果

無誘導
コイル
（佐々木
会長）

気功

イヤシロ地

多角形
（四角形）
（五角形）
（六角形）

結晶等 円滑化現象

健康増進

量子エネルギー

ニュートリノ

の発生

リラックス状態

金粉発生

元素変換
（放射能消滅）

こづち・みろく
（高尾博士・安藤氏）
（五角形・六角形）

オーラコイル
（関博士・植原氏）

無限コイル
（丸山博士）

ゼオライト
　触媒
（四角形）

フラーレン
（五角形）
（六角形）

α脳波

燃費向上

ゼロ磁場



質
の
ナ
ノ
結
晶
構
造
や
ナ
ノ
化
学
構
造

は
、
こ
の
種
の
プ
ラ
ト
ン
立
体
か
、
そ

の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
お
り
、
従
来

科
学
で
は
仮
説
扱
い
の
酵
素
触
媒
作
用

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
本
質
が
、
こ
れ
ら
幾

何
学
立
体
の
中
心
の
ゼ
ロ
点
で
生
滅
す

る
情
報
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー（
光
子
、
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
、
電
子
）
で
あ
る
と
科
学
的

に
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
説
明

正
二
十
面
体
を
上
か
ら
見
る
と
五
角

形
に
も
六
角
形
に
も
見
え
る
。

こ
の
角
頂
を
切
る
と
準
正
32
面
体
の

フ
ラ
ー
レ
ン
図
象
が
で
き
る
。
そ
の
酵

素
触
媒
作
用
は
正
20
面
体
と
は
異
な
る
。

水
素
微
泡
の
中
心
か
ら
水
中
に
向
か

っ
て
放
射
さ
れ
る
チ
ェ
レ
ン
コ
フ
光
の

写
真「

こ
づ
ち
」
上
の
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
水
滴

か
ら
放
射
さ
れ
る
量
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

写
真「

こ
づ
ち
」
で
コ
ッ
プ
の
外
か
ら
触
れ

る
だ
け
で
酸
化
還
元
電
位
が
2
3
1

mv

か
ら
マ
イ
ナ
ス
86 

mv
へ
激
減
す
る
。

安
藤
式
波
動
器
具
で
育
成
し
た
ト
マ
ト

ト
マ
ト
の
切
断
面
に
は
白
い
光
の
粒

が
映
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
煮
て
も
揚

げ
て
も
消
え
な
い
。
そ
れ
は
、
量
子
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
生
滅
す
る
ゼ
ロ
点
の
証
し

で
あ
る
。

ト
マ
ト
中
の
含
有
成
分
を
比
較
す
る

と「
こ
づ
ち
」
で
育
成
し
た
ト
マ
ト
が
す

べ
て
に
勝
っ
て
い
る
。

折
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
が
く
っ
つ
く
。

の
り
の
養
殖
で
最
高
の
収
穫

車
の
燃
費
節
減　

「
み
ろ
く
」
が
車

の
中
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
斥
力
が
働
き

軽
く
な
る
の
か
。

長
年
に
わ
た
る
神
業
で
八
大
龍
王
神

か
ら
黄
金
の
玉
を
授
か
っ
た
安
藤
氏
で

あ
る
が
故
の
特
別
の
も
の
か
も
。

生
体
治
癒
効
果

傷
跡
の
激
減
、
組
織
が
瘡
蓋
と
な
り

ガ
ン
の
転
移
な
し
。

「
こ
づ
ち
」
結
界
に
よ
る
放
射
能
分
解

実
験珪

酸
を
入
れ
て
組
み
合
わ
せ
使
用
す

る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

「
こ
づ
ち
」
と「
み
ろ
く
」
を
奉
納
し
た

場
所
の
ス
ラ
イ
ド

宮
崎
、
宮
浦
、
江
田
社

大
阪
、
磐
船
、
星
田
妙
見

行
き
先
々
で
不
思
議
な
体
験

白
髭
神
社
で
現
わ
れ
た
猿
田
彦
大
神

と
天
宇
受
女

平
成
維
新
と
は

精
神
世
界
を
科
学
的
に
正
し
く
理
解

し
、
宗
教
と
科
学
の
融
合
統
一
を
は
か

り
、
物
質
世
界
か
ら
精
神
世
界
へ
の
国

開
き
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

虚
・
無
・
実
宇
宙
構
図
は
人
体
科
学

会
の
研
究
活
動
を
通
し
て
ま
と
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
。

気
と
物
は
情
報
交
換
し
て
い
る
。
発

芽
す
る
と
き
は
発
熱
が
あ
る
こ
と
が
ひ

と
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

ゼ
ロ
磁
場
と
螺
動
ゼ
ロ
と
は
同
じ
も

の
で
あ
る
。

従
来
科
学
で
言
及
で
き
て
い
な
い
斥

力（
＝
反
重
力
）
を
含
む
五
つ
の
力
が
統

一
さ
れ
ゼ
ロ
場
が
素
粒
子
が
質
量
を
獲

得
す
る
と
い
う
ヒ
ッ
ク
ス
場
で
あ
る
。

静
電
気
が
何
故
発
生
す
る
か
も
解
け

る
。ナ

ノ
コ
ロ
イ
ド
粒
子
で
な
ぜ
電
気
二

重
層
が
形
成
で
き
る
の
か
も
解
け
る
。

す
べ
て
の
衝
突
実
験
の
結
果
を
ま
と

め
て
説
明
で
き
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
公
式
か
ら
の
ゼ
ロ
点
導

出
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
ゼ
ロ
点
経
由
創
生

の
誘
導
過
程
を
示
す
。
式（
1
）か
ら
式

（
4
）
は
、
従
来
物
理
学
の
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
が
絡
む
四
大
公
式
で
あ
る
。
式（
1
）

は
中
性
子
の
β
崩
壊
、
式（
2
）は
逆
β

崩
壊
を
表
わ
す
。
す
な
わ
ち
、
中
性
子

（
n
）
は
寿
命
が
来
る
と
、
式（
1
）
の

よ
う
に
自
然
に
陽
子（
p
）、
電
子（
e-
）

反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ（
ν
）
に
崩
壊
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陽
子
は
寿
命
が

来
る
と
、
式（
2
）
の
よ
う
に
中
性
子
、

限
電
子（
e+
）
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ（
ν
）

に
崩
壊
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ

れ
ま
で
、
式（
2
）は
観
測
で
き
て
い
な

い
。式（

3
）、（
4
）
は
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

と
原
子
核
内
中
性
子
や
陽
子
と
の
相
互

作
用
式
で
あ
る
。
正
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が

原
子
に
衝
突
す
る
と
、
式（
3
）の
よ
う

に
原
子
核
内
の
中
性
子
は
陽
子
に
変
換

さ
れ
電
子
が
発
生
す
る
。
反
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
が
原
子
に
衝
突
す
る
と
、
原
子
核

内
の
陽
子
が
中
性
子
に
変
換
さ
れ
陽
電

子
が
発
生
す
る
。

こ
こ
で
、
式（
1
）の
左
辺
に
正
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
を
加
え
る
と
、
式（
3
）
の

左
辺
と
同
じ
に
な
る
。
式（
1
）
と
式

（
3
）の
右
辺
は
等
し
く
な
る
に
は
、
式

（
1
）
の
正
、
反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
和
は

ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
動
的
に
と
ら
え
る
と
、
正
、

反
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
ゼ
ロ
へ
対
消
滅
し
、

ゼ
ロ
か
ら
対
発
生
す
る
こ
と
を
意
味
す

●❾ ●



る
。
こ
こ
で
は
対
発
生
を
考
え
る
と
、

式（
5
）が
成
り
立
つ
。
そ
の
結
果
、
式

（
5
）
の
よ
う
に
、
ゼ
ロ
点
か
ら
正
、
反

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
発
生
す
る
と
い
う
式

が
導
か
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
公
式
か
ら
の
ゼ
ロ
点
導

出n 

→ 

p 

+ 

e- 

+ 

ν�
（
1
）

p 

→ 

n 

+ 

e+ 

+ 

ν�
（
2
）

ν 

+ 

n 

→ 

p 

+ 

e-�

（
3
）

ν 

+ 

p 

→ 

n 

+ 

e+�

（
4
）

（
式
（
1
） 

+ 

ν 

＝ 

式
（
3
）

　

∴
ν 

+ 

ν 

＝ 

0
）

0 

→ 

ν 

+ 

ν
（
発
生
）�

（
5
）

ν 

+ 

ν 

→ 

0
（
消
滅
）�

（
6
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
多
角
形
形
状
や
気

か
ら
発
生
し
、
物
質
の
転
換
に
そ
の
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
が
関
係
す
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
今
回
の
説
明
に
よ
れ
ば
放
射
性

物
質
を
変
換
し
て
非
放
射
性
化
す
る
こ

と
は
当
然
の
技
術
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
是
非
実
用
化
を
進
め
て
頂
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非
会

員
18
名
、
合
計
32
名
、
手
話
通
訳
3
名

で
し
た
。
今
回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は

2
0
0
0
円（
送
料
込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

未
知
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
と

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
講
師
　
井
出
　
治�

氏

と
き　
　

平
成
23
年
9
月
17
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

井
出
氏
は
1
9
4
9
年
愛
媛
県
生
ま

れ
。
立
命
館
大
理
工
学
部
電
気
工
学
科

卒
。
1
9
7
2
年
よ
り
、
未
知
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
研
究
を
開
始
。
1
9
9
5
年
、

米
国
物
理
学
会
の「
応
用
物
理
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
に
論
文
掲
載
。
1
9
9
9
年
、

N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所
主
催
の

国
際
会
議
で
論
文
発
表
。

2
0
1
0
年
、
上
記
論
文
を
基
に
、

超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
を
試
作
。
2

�
0
�1�

1
年
、「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
に

て
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
を
発
表
。

今
回
は「
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
第

3
起
電
力
と
は
な
に
か
」
お
よ
び
試
作

「
超
効
率
イ
ン
バ
ー
タ
」
に
つ
い
て
解
説

し
て
頂
き
、
ま
た
本
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
の
関
係
に
つ
い
て
も
お
話
し
さ
れ

た
。
著
書
「
パ
ン
ド
ー
ラ
の
遺
産
」
ビ
ジ

ネ
ス
社
。

近
刊
「
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
U
�F�

O
、
第
3
起
電
力
で
世
界
は
激
変
す
る
」

ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
。
他
共
著
、
雑
誌
記
事

多
数
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

私
は
、
1
9
8
4
年
以
来
、
26
年
間

も
未
知
の
新
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
追
究

を
し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
研
究
を
開

始
し
た
1
9
7
3
年
か
ら
の
期
間
を
含

め
ま
す
と
、
ほ
と
ん
ど
40
年
近
く
こ
の

研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、

ほ
と
ん
ど
完
成
直
前
の
段
階
の
新
電
磁

エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置
の
試
作
機
を
、
昨
年

（
2
0
1
0
年
）
1
月
中
旬
に
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
に

論
文
が
受
理
さ
れ
、
2
0
1
1
年
3
月

16
日
、
無
事
口
頭
発
表
を
し
て
、
N
�A�

S
A
を
中
心
と
す
る
米
国
の
科
学
の
中

枢
部
に
対
し
、
情
報
を
送
り
込
む
こ
と

が
で
き
た
わ
け
で
す
。

初
日
か
ら
、
私
は
幹
部
の
メ
ン
バ
ー

か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に

2
日
目
の
懇
親
会
の
あ
と
、
会
の
議
長

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
座
長
ら

に
別
室
に
呼
ば
れ
て
、
私
の
論
文
に
つ

い
て
細
か
い
質
問
を
、
長
時
間
に
わ
た

っ
て
受
け
ま
し
た
。
い
か
に
学
会
幹
部

が
、
私
の
研
究
論
文
に
、
強
い
関
心
を

示
し
て
い
た
か
想
像
で
き
ま
す
。

1
9
8
0
年
頃
モ
ー
タ
ー
の
試
作
機

の
実
験
中
、
偶
然
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
と
な
る
「
未
知
の
起
電
力
」
ら
し
き

現
象
を
発
見
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
所
に
お
い
て
、
そ
れ
を
再
現
さ
せ
る

● �●



こ
と
に
成
功
し
、
1
9
9
5
年
に
は
、

ア
メ
リ
カ
物
理
学
会
の「
応
用
物
理
学

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
そ
の
論
文
を
掲
載
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
、
未
知

の
起
電
力
に
つ
い
て
詳
細
な
法
則
を
発

見
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
す
る
二
つ
目

の
論
文
を
仕
上
げ
、
1
9
9
9
年
12
月

に
は
、
N
A
S
A
ラ
ン
グ
レ
ー
研
究
所

主
の
学
会
で
発
表
を
し
ま
し
た
。

こ
の
段
階
ま
で
私
は
、
研
究
開
始
当

初
か
ら
、
常
に
あ
る
共
通
し
た
方
法
を

踏
襲
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で

は
、
私
に
と
っ
て
大
成
功
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
未
知
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
者
の
中
で
、
世
界
的
に
権
威

の
あ
る
学
会
誌
に
、
二
本
の
論
文
を
掲

載
で
き
た
人
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

今
回
開
発
し
た
新
イ
ン
バ
ー
タ
ー

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
二
本
の
論
文
は
次
の
研
究
の
土
台

と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

2
0
0
0
年
に
な
っ
て
か
ら
、
私
は

研
究
対
象
を
大
き
く
転
換
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
エ
ー
テ
ル
エ
ン

ジ
ン
、
つ
ま
り
モ
ー
タ
ー
の
研
究
か
ら

イ
ン
バ
ー
タ
ー
ヘ
と
切
り
替
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
モ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
機
械
的

な
可
動
部
分
、
す
な
わ
ち
回
転
部
分
が

あ
る
装
置
か
ら
、
可
動
部
分
の
ま
っ
た

く
な
い
装
置
で
あ
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
に

切
り
替
え
ま
し
た
。

2
0
0
6
年
頃
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

実
験
を
思
わ
せ
る
テ
ス
ラ
コ
イ
ル
の
実

験
が
暴
走
し
、
グ
ロ
ー
放
電
が
発
生
し

て
制
御
不
能
に
な
っ
た
と
い
う
実
験
を

聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
2

�
0
�0�

9
年
末
、
超
効
率
の
イ
ン
バ
ー
タ
が
出

来
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
1
月
5
日
頃
、
改
造
電

気
回
路
の
実
験
を
す
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
、
1
2
0
か
ら
1
4
0
%
得

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
試
作
し
た
イ
ン
バ
ー
タ
ー
と
い
う
こ

の
装
置
に
、
1
0
0
ワ
ッ
ト
の
直
流
電

気
を
入
れ
る
と
、
1
2
0
か
ら
1
4
0

ワ
ッ
ト
の
交
流
電
気
が
出
力
さ
れ
る
の

で
す
。

こ
れ
は
、
40
年
近
く
も
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
研
究
を
続
け
て
き
た
私
に
と
っ
て

は
、
長
年
の
夢
で
し
た
。

幸
い
に
も
、
新
し
い
イ
ン
バ
ー
タ
ー

は
、
再
現
性
を
保
持
で
き
ま
し
た
。

1
月
16
日
の
こ
と
で
す
。
実
験
中
、

驚
く
べ
き
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
イ

ン
バ
ー
タ
ー
の
出
力
波
形
が
、
急
に
大

き
く
増
大
し
た
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
を
示
す
数
値
を
み
る
と
、
1

�
4
�0�

%
か
ら
2
7
0
%
ま
で
急
上
昇
し
ま
し

た
。
一
瞬
、
な
に
が
起
こ
っ
た
の
か
理

解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

後
日
、
こ
の
現
象
を
「
雪
崩
現
象
」
と

名
付
け
理
論
も
仕
上
が
り
、
技
術
の
特

許
も
出
願
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
冒
頭
で

述
べ
た
、
3
月
16
日
の
米
国
に
お
け
る

「
S
P
E
S
I
F
2
0
1
1
」
で
の
論
文

発
表
に
繋
が
り
、
ま
た
論
文
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
特
徴
は
高
速
の

ス
パ
イ
ク
波
と
反
発
磁
場
で
す
。
こ
れ

で
通
常
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
2
倍
以
上

の
効
率
に
な
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ラ
デ
ー
の
起
電
力
は
磁
場
の
変

化
の
一
次
微
分
に
比
例
し
ま
す
が
、
今

回
私
が
発
見
し
た
起
電
力
は
フ
ア
ラ
デ

ー
の
起
電
力
と
は
独
立
し
て
お
り
入
力

電
流
と
同
じ
方
向
で
磁
束
変
化
の
二
次

微
分
値
に
比
例
し
て
お
り
こ
れ
で
無
限

の
出
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

質
問
　
エ
マ
モ
ー
タ
ー
は
冷
た
く
な
る

と
き
い
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
は
ど
う

か
。

A
．
コ
ア
が
若
干
冷
え
、
コ
イ
ル
も
冷

え
る
。

新
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
つ
く
る
未
来

現
在
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
駆
動
さ
れ

る
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
効
率
は
、
4

�
0
�0�

%
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
の
最
も
重
要
な
意
味
は
、
永
久

発
電
器
が
作
れ
る
こ
と
で
す
。
出
力
さ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
を
、
入
力
側

に
戻
せ
ば
可
能
で
す
。
こ
う
す
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
か
ら
解
放

さ
れ
た
永
久
発
電
装
置
が
出
来
る
わ
け

で
す
。
我
々
は
、
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

保
存
則
に
縛
ら
れ
続
け
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

我
々
は
地
球
の
資
源
で
あ
る
化
石
燃

料
、
原
子
力
の
ウ
ラ
ン
か
ら
解
放
さ
れ

ま
す
。
ま
た
そ
の
代
替
用
と
い
わ
れ
る
、

ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
風
力
発
電
の
よ
う
な

不
安
定
で
制
御
が
難
し
い
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
頼
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
こ
の
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
新

し
い
宇
宙
推
進
の
原
理
に
到
達
で
き
る

で
し
ょ
う
。
膨
大
な
化
石
燃
料
を
浪
費

す
る
、
現
在
の
ロ
ケ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
、
あ

る
種
の
磁
場
に
よ
る
宇
宙
航
法
で
す
。

つ
ま
り
、
U
F
O
の
こ
と
で
す
。

私
に
と
っ
て
の「
バ
ン
ド
ー
ラ
の
遺

産
」
と
は
、
こ
の
技
術
が
確
立
で
き
る

段
階
ま
で
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

●� ●



本
研
究
と
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

20
年
ほ
ど
前
か
ら
妻
が
チ
ャ
ネ
ラ
ー

の
能
力
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
か
ら
の
遺
伝
で
し
た
。

上
位
の
霊
か
ら
の
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
は

い
い
が
、
下
位
の
霊
か
ら
の
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
の
場
合
は
重
た
く
感
じ
ま
す
。
で

き
る
な
ら
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
は
や
ら
な
い

方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

2
0
0
7
年
3
月
か
ら
私
に
も
コ
ン

タ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
祖
の
過

去
帳
を
み
た
こ
と
が
供
養
に
な
り
、
私

の
周
り
に
あ
っ
た
ヴ
ェ
ー
ル
が
と
れ
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
地
底
人
か
ら
の

コ
ン
タ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ン

タ
ク
ト
に
よ
る
と
別
の
空
間
が
数
多
く

あ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
会
場
に
も
一

杯
空
間
が
あ
る
よ
う
で
す
。

彼
ら
の
身
体
は
半
透
明
で
あ
り
、
排

泄
は
し
な
い
と
の
こ
と
。

我
々
の
概
念
を
超
え
た
存
在
が
数
多

く
あ
り
、
も
っ
と
上
の
空
間
か
ら
き
て

い
ま
す
。

彼
ら
は
私
・
井
出
を
通
じ
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
よ
る
と
今
ま
で
の

研
究
は
す
べ
て
進
歩
で
す
。
地
球
で
は

利
益
が
で
な
い
と
失
敗
と
い
う
が
彼
ら

は
研
究
に
失
敗
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

再
現
性
の
あ
る
も
の
も
、
再
現
性
の
な

い
も
の
も
両
方
価
値
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
空
間
の
デ
ー
タ
も
役
に
立
つ
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル

は
す
べ
て
こ
れ
ら
の
宇
宙
人
が
作
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
見
た
地
球
人

が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
を
研
究

し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
宇
宙
人
も
別

の
次
元
か
ら
観
測
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

い
い
ま
す
。

注※ 

イ
ン
バ
ー
タ
ー
：
直
流
電
力
か
ら
交

流
電
力
を
電
気
的
に
生
成
す
る（
逆

変
摸
す
る
）電
源
回
路
、
ま
た
は
そ
の

回
路
を
持
つ
電
力
変
換
装
置
の
こ
と

※ 

テ
ス
ラ
コ
イ
ル
：
高
周
波
・
高
電
圧

を
発
生
さ
せ
る
共
振
変
圧
器
の
こ
と

※ 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
：
1

�
9
�4�

3
年
8
月
12
日
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
沖
合
で
行
わ

れ
た
と
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の

ス
テ
ル
ス
実
験
の
こ
と

戦
前
の
1
9
4
3
年
に
行
わ
れ
た
米

軍
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
実
験
は
、
駆

逐
艦
を
透
明
化
し
よ
う
と
い
う
実
験
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
在
の

ス
テ
ル
ス
機
の
よ
う
に
、
レ
ー
ダ
ー
の

電
波
を
反
射
し
な
い
方
法
で
は
な
く
、

強
力
な
磁
場
で
光
を
曲
げ
て
、
本
当
に

透
明
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
し
た
。

こ
の
実
験
に
使
わ
れ
た
駆
逐
艦
が
、

エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
で
す
。
ま
た
艦
内
に

は
、
テ
ス
ラ
コ
イ
ル
ら
し
き
も
の
も
使

わ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
結
果
は
、
青
緑
色
の
霧
が
発
生

し
て
、
な
に
か
制
御
不
能
の
空
間
の
暴

走
状
態
が
生
じ
、
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
号
は
、

不
可
視
状
態
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

本
当
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
港
か
ら
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、

3
2
0

km
離
れ
た
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
港
に

現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

い
よ
い
よ
原
子
力
に
代
わ
る
宇
宙
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
が
緒
に
つ
い
た
よ

う
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
学
会
で
は
こ
の
よ
う
な

未
来
の
技
術
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
日
本
の
学
会
は
そ
っ
ぽ

を
向
い
て
い
る
の
が
残
念
で
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
17
名
、
非
会

員
22
名
、
合
計
39
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円（
送
料

込
み
）で
す
。

ご
注
文
は
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事

務
局
木
村（
電
話
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

平 

成
24
年
1
月
21
日　

檀
上
洪
司
氏

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る　

潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
へ
」

2 

月
18
日　

徳
永
康
夫
氏
「
宇
宙
か
ら

見
た
般
若
心
経
」

3 

月
17
日　

桜
井
喜
美
夫
氏
「
出
口
王

仁
三
郎
の
遺
言
」

4 

月
21
日　

久
保
田
昌
治
氏
「
水
の
は

な
し
活
性
水
・
機
能
水
と
は
」

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の

広
告
ご
出
稿
に
つ
い
て

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
広
告
出
稿
を

募
集
致
し
ま
す
。
掲
載
料
金
は
、
1
頁

を
4
段
と
し
た
場
合
、
1
段
分
が
1
万

円
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る

会
社
ま
た
は
個
人
で
も
事
務
局
に
メ
ー

ル
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●
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故�関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　 送料
加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2100円（310円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2550円（210円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1995円（210円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800円（160円）
CD：生命と宇宙[講演録72分]（1998：船井メディア） ・・・・3000円（160円）
電気磁気学[加速教育用]（1983：加速学園出版部） ・・・・・・1340円（160円）
謎のオズマ計画  −UFOとの関連−（1976：USL） ・・・・・・・190円（120円）
FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1000円（160円）

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
　深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2500円（210円）
　深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1800円（210円）
　深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・2200円（210円）
　VHSビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3000円（300円）
　VHSビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3000円（300円）
　　※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

　御注文はそれぞれ定価+送料の合計料金を郵便局にある郵便振替用紙で以下の
　口座にお振り込み願います。
　　口座番号　00100−2−15344　　加入者名　日本サイ科学会

　★郵便振替用紙の「通信欄」に書籍名を必ずご記入願います。
　★郵便番号、住所、氏名、電話番号は楷書で読みやすくご記入願います。
　　（特に番地は算用数字でしっかり書いてください。）

　※お振り込みから4週間以内に発送致します。
　※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の電話またはFAX、 

E-mailで確認して頂いてから、お願い致します。
　※ 以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦 

願います。

　<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　〒271 -0047　千葉県松戸市西馬橋幸町41-506
　　　　　　　　　　　　TEL 047 -347 -3546　FAX 047 -330 -4091
　　　　　　　　　　　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



度であるが、QEで繋がった後に、測定したと
きは20～30%にもなることがあります。つぎ
にQEとは何か?を検討します。

周知のように、QEは現代物理学で広く用い
られている言葉であり、「願い事」をする私と、
願い事をされる「対象物」の間を、素粒子で絡
み合う（結ぶ、繋げる）事を意味しています。
この時、両者の間を連絡する搬送波は縦波

（音、スカラー波、ゼロの粗密波）ならびに横
波（電磁波）であり、その対流が望まれていま
す。伝達の担い手はPSI-pair群であります。
つまり、上の2）で述べたASC（1）電子は、ゼ
ロ意識の時に、意念の命令に従ってチャクラ
から衝撃的に放出され、イマジナル（虚数）の
世界等から反粒子（陽電子）を呼び込み。そし
て、瞬間的に、ASC（1）電子と一対（ペアー）
を形成し、さらに経穴から放出される微細身
素粒子（正）、（負）と結合して、より安定な
PSI-pair群を形成することになる、と判断して
おります。このPSI-pair群はサイ（気）の基盤
であり、またQEの基盤でもあると考えており
ます。

QE形成を説明します。チャクラ等から放出
されたPSI-pair群は、搬送波に載せられて目
的物（対象物、ゼロ点：負に帯電）に到達し、
PSI-pair群のスピン半分のASC（1）と（負）微
細身素粒子ペアがゼロ点に捕まり、残り半分
スピンの、陽子と（正）微細身素粒子ペアが身
体側に戻される。これが繰り返されて、QEが
形成されることになる、と考えております。

6）心理的な条件（注意事項）

英国のケネス・バチェルダー（1988年死亡）
は、心理条件として有名な「とらえにくさ」等を
発表しております（笠原敏雄編、超常現象のと
らえにくさ、春秋社 1993参照）。実験にさいし
て、（1）現象発生時に厳密性を求めると、総て
は無になる。（2）同席者としては、打ち解けた、
気の合う仲間が良い。自然な会話や音楽も良

い｡ 顔ぶれが変わると、疑念が起こりやすい。
（3）意識的な努力はダメである。（4）必ず発生
させる、という完全なる信念が必要。（5）予め、
潜在意識に埋め込んでおいて、次ぎに、潜在
意識が此を実行する。以上が必要となる。さ
らに「とらえにくさ」として、（6）みられたくな
い。（7）かくす。（8）人のせいにする。これら

（6）～（8）を、予め、考慮しておく。
筆者らは、以上を参考にして実験を行って

おります。この条件も「願いを叶える」ためには
是非必要な注意事項であると考えております。

7）実施についての注意

「願い事」を叶える過程ならびに実験系に、
サイ（気）を呼びこんで、未知現象を発生させ
る場合を考えてください。この時、「アーチファ
クト」に関係した知識も大いに参考になりま
す。アーチファクトとは、「願い事」の目的また
は実験の目的。たとえば、線香の煙を「右に揺
らし、つぎに左に揺らす」を未知現象として、
意識のみで行う場合を想定します。本当は、
上に述べた方法に従って、サイ（気）を用いて
行うのですが、たまたま都合良く風が吹いた、
とか、誰かのいたずらで、そのようになった、
とする。これを見て、本人や同席者が「あー、
あー、・・・動いた、動いた」等と、ビックリし
たと仮定します。すると、本人はこれに＂ダマ
サレ＂て、緊張感が溶けて、大喜びする。まわ
りの雰囲気に喜びの安堵感が行き渡り、結果
として、本当にサイ（気）が出現することにな
る（手押し井戸ポンプの呼び水の様に）。これ
から後は、送念により、何時でも、何回でも、
容易にサイ（気）が出現する事になる。つまり

「アーチファクト」とは、通常現象を用いて「ダ
マス（意識をダマス）」事によって、サイ（気）の
出現を促す事を意味しております。これらも

「願い事」を叶える為に重要な要素となり得ま
す。この様に「思い込み」も重要であると判断
しております。
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パワースポット（聖地）は神社や仏閣、巨岩
や霊水、山上や巨木など様々ですが、きっか
けは、上記のように、能力のある人（例、開祖）
の特種な感覚によって発見されたのではない
でしょうか。

2）心身の条件を整える

未知現象を発生させる為には、瞑想法や気
功法、腹式呼吸や三段式呼吸法、あるいは六
字真言をとなえる等によって、心身を整える必
要があります。方法は様々ですが、要するに

「リラックス集中」が必要になります。例えば、
呼吸を一時的に止めて、変性意識状態（ASC、
ゼロ意識）になる。すると、脳波は自然に7～
8Hzになります。そして（例えばMK師やHY
師は）、両目で脳天を見るようにすると良い状
態に集中しやすい、と言われております。この
時、意念の命令にしたがって、チャクラ（エネ
ルギーセンター）や経穴（ツボ）などから、
ASC（1）｛変性意識状態（1）｝電子（光子）や微
細身粒子（オーラ）がラセン状に放出されるこ
とになります。なおASC（1）電子とは、脳の働
き（ニューロン、シナプス）以前に動き出す意
識運動の原因の一部であり、反射神経的にす
ばやく作動する電子（光子）を意味しておりま
す。これがPSI-pair形成の基礎を担う事にな
ります。

3）意識を物に合わせる

意識を変性させた状態となり、無意識層の
さらに深いところに到達すると、ミクロの世界

（素粒子）のより深い所と同一になる。何れも、
極微細な素粒子状態であり、互いに交流して
いる、と判断できます。ここでは、心は物であ
り、物は心であり、物と心は一体であります。
感覚的に物は生きている、そして自己主張し
ている、というような物に対する親近感が必要
になります（MK師、HY師）。すると、物は私

（心）なので、心で念ずる事は、当然、物にも

通じて､ 物の変化として現れて来る、とイメー
ジします。この働きがマクロの世界に現れて、
奇跡として、未知現象が発生する事になりま
す。つまり、物に心を合わせる。または、相
手に自分を合わせる事が必要になる、といえ
ます。

4）ゼロを加算させる

未知現象はエネルギー及びゼロ一定条件で
発生しています。つまり、ゼロを加算してパ
ワーを増加し、不安定状態にする事が、始め
に、必要になります。「負の要素」と「正の要素」
をぶつけて加算するとゼロ（エネルギー）にな
りますが、これを少しずらせて重ねると、ゼロ
にはならないで、両要素は其の儘の状態で保
持されます。しかし、此を幾段も重ねると、全
体としては、ほぼゼロになります。願い事には
必ず「正」の面（約50%）と「負」の面（約50%）
があります。「願い事」を様々に、幾度も重ね
ると、ゼロはだんだんに累積されます。同じ人
が幾度も、幾度も。また様々な多くの人達の

「願い」が、幾度も、幾度も、重なると、ゼロ
が次第に集積されます。ゼロは非エネルギー
なので、ゼロ場には、無限に情報が集積され
ることになります。これらの大集団がサイ（気）
であると判断しております。この集団と私の心
が結ばれ、反応すると、未知現象としての奇
跡が起きることになります。なおゼロの集団
は、数多く重ねると、遂には、不安定になり、
別の現象に移る事になります。この時、カオス
現象の分岐が開始されます。

5）量子絡み合い（QE）の形成

「実験者効果」という言葉があります｡ 未知
現象がしめす結果は、極僅かな効果（通常、
10%程度）しか生じないが、実験者によっては、
此を2～3倍に高めた値、つまり20～30%の
効果を出す場合があります。つまり実験者と
対象物がQEで繋がらない場合は10～20%程
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パワースポットで「願いを叶える」ためには
どうしたら良いか、については「願いを叶える
為の科学（1）、（2）」で記述させて戴きます。し
かし､ 不十分な点があり、より丁寧にお話しし
た方がよいだろうと思いますので、未知現象
を発生させる為の「予備・注意事項」として、
ここで述べさせていただきます。

1）場所の選定

未知現象はゼロ場のなかのゼロ点で発生し
ております。ゼロ場とはパワースポットのこと
であり、ゼロ点とは現象の起きる変換点をいい
ます。パワースポットは意識と無意識、ならび
に物質のマクロ世界とミクロ世界に跨って存在
しております。呼吸法や瞑想法などを用いて、
知性や理性をうすめ、無意識に近づき、変性
意識状態（ASC）となり「願い事」を念ずると未
知現象が奇跡的におきる、と考えております。

このパワースポット（場所）をどの様に選ぶ
か、ですが、普通は近くにある「願い事」に合
うと思われる社寺仏閣などにお参りする事に
なります。ここでは、新たに科学的に設定す
る場合を想定する事にします。結論として、
相
そうさい

殺零場をみつけ、ここに「ゼロ」を積み重ね
て、不安定状態を造ることが求められます。
相殺ゼロ場とは、二要素間に、双方向から「正

方向」と「負方向」の力がぶつかりあい、静止し
ている状態（バランスの取れた状態）で、たと
えば、「甲」と「乙」の両力士が、土俵の中心で
ぶつかりながら、満身の力を込めて、押し合っ
ているが、動きが無い状態を想像してくださ
い。つまり、パワーはあるが、バランスが取れ
て静止している状態、を意味しております。こ
の状態は日本列島構造線（断層）上の分杭峠な
どにみられます。

具体的なパワースポット（ゼロ場）の選定は、
感覚の鋭い未知能力の保有者（気功師、シャー
マン、開祖等）の気感（感覚）によって見つけら
れる場合が多いといえます。分杭峠は中国、
元極学の張志祥師によって発見されました。
そこに行くと、パワーを感じる、気持ちが良い、
癒される、元気を貰う、等があります。そこは
地球表面上の断層で、花崗岩や玄武岩が無い
のにガンマー線の高い値の測定値が得られる

（普通は0.04μSv/hrなのに0.12μSv/hrもあ
る）。方向磁針が5～10分程度も狂う場所（局
所）がある。また地殻内に存在するヘリウム3
が地表上で見られた、さらに山中なのに塩（水）
温泉がある、等の異常が認められる、等の話
もあります。以上を総合し、地球内部からある
種の未知のエネルギー（気）が滲み出てきてい
るのだろう、と推定できます。

未知現象を発生させる（注意）未知現象を発生させる（注意）
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